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① 市 民 環 境 課

 

○
地

域
の

清
潔

な
生

活
環

境
を

保
持

す
る

た
め

、
市

内
の

各
地

域
で

は
年

２
～

３
回

の
区

内
清

掃
や

河
川

清
掃

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
特

に
、

市
で

は
４

月
の

第
３

日
曜

日
を

「
全

市
一

斉
清

掃
日

」
、

７
月

の
第

３
日

曜
日

を
「
河

川
清

掃
日

」
と

位
置

づ
け

、
全

市
一

斉
の

清
掃

活
動

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
 

 
変

更
な

し
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○
空

き
缶

等
の

散
乱

防
止

を
図

る
た

め
に

は
、

行
政

、
事

業
者

及
び

消
費

者
が

一
体

と
な

っ
た

防
止

対
策

の
取

組

み
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

長
野

県
で

は
５

月
下

旬
に

県

下
一

斉
に

「
環

境
美

化
運

動
の

日
一

斉
行

動
」
を

実
施

し

て
い

ま
す

。
本

市
で

も
県

の
運

動
に

合
わ

せ
、

毎
年

、
市

民
・
事

業
者

の
参

加
に

よ
り

、
空

き
缶

等
の

回
収

や
ポ

イ

捨
て

防
止

の
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

ま
す

｡ 

 
変

更
な

し
 

（
委

員
）
市

民
の

保
全

事
業

の
取

り
組

み
は

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
事

業
所

で
の

取
り

組
み

も
行

わ
れ

て

い
る

と
思

う
の

で
、

取
り

上
げ

た
ほ

う
が

い
い

と
思

う
。

 

（
事

務
局

）
状

況
を

確
認

し
、

取
り

上
げ

る
よ

う
に

し
た

い
。

 

      

資
料

５
－

４
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① 市 民 環 境 課

 

○
清

ら
か

で
安

全
な

河
川

環
境

の
保

全
の

た
め

、
市

内
に

は
1
1
 の

中
小

河
川

周
辺

の
市

民
が

1
6 

の
河

川
愛

護
団

体
を

結
成

し
、

毎
年

、
草

刈
り

や
清

掃
活

動
を

行
っ

て
い

ま

す
。

 

 
○

清
ら

か
で

安
全

な
河

川
環

境
の

保
全

の
た

め
、

市
内

に

は
１

０
の

中
小

河
川

周
辺

の
市

民
が

２
１

の
河

川
愛

護
団

体
を

結
成

し
、

毎
年

、
草

刈
り

や
清

掃
活

動
を

行
っ

て
い

ま

す
。

 

② 市 民 環 境 課

 

○
本

市
で

は
平

成
３

年
か

ら
、

「
生

き
生

き
地

域
づ

く
り

事

業
」
と

し
て

、
住

民
が

自
ら

考
え

、
自

ら
行

う
事

業
に

対
し

助

成
を

行
い

、
地

域
の

活
性

化
を

図
っ

て
い

ま
す

が
、

環
境

の
保

全
及

び
創

造
に

関
連

す
る

事
業

を
実

施
し

て
い

る
地

域
が

多
く
あ

り
ま

す
。

 

 
○

本
市

で
は

平
成

2
0年

度
か

ら
2
2年

度
ま

で
「悠

久
の

ふ

る
さ

と
づ

く
り

支
援

事
業

」
、

ま
た

2
3
年

度
に

は
「
輝

く
地

域

づ
く
り

支
援

事
業

」
と

し
て

、
住

民
が

自
ら

考
え

、
自

ら
行

う

事
業

に
対

し
助

成
を

行
い

、
地

域
の

活
性

化
を

図
っ

て
お

り
、

環
境

の
保

全
や

景
観

形
成

に
関

連
す

る
事

業
に

も
役

立
て

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 ６
－

２
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① 市 民 環 境 課

 

○
環

境
へ

の
負

荷
の

少
な

い
持

続
的

発
展

が
可

能
な

社
会

を
実

現
し

て
い

く
た

め
に

は
、

市
民

一
人

ひ
と

り
が

環
境

に
関

心
を

持
ち

、
環

境
保

全
活

動
に

参
加

す
る

意

欲
や

環
境

問
題

の
解

決
に

資
す

る
能

力
を

育
成

す
る

こ

と
が

重
要

で
す

。
 

 
変

更
な

し
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② 市 民 環 境 課

 

○
本

市
で

は
、

次
世

代
を

担
う

子
供

た
ち

に
、

自
然

体

験
や

生
活

体
験

の
機

会
を

積
み

重
ね

て
い

く
こ

と
が

環

境
教

育
と

し
て

の
重

要
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
自

然

環
境

の
保

全
に

関
す

る
啓

蒙
・
啓

発
を

進
め

る
た

め
に

「
親

子
自

然
観

察
会

」
、

「
せ

せ
ら

ぎ
サ

イ
エ

ン
ス

」
、

「
ス

タ
ー

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

(星
空

継
続

観
察

会
) 

」
等

の
開

催

や
「
こ

ど
も

エ
コ

ク
ラ

ブ
」
へ

の
参

加
な

ど
の

環
境

教
育

を

推
進

し
て

い
ま

す
。

 

【
上

原
委

員
提

言
】
 

自
然

ふ
れ

あ
い

体
験

等
の

紹
介

と
推

進
を

。
 

【
田

中
委

員
よ

り
提

言
】
 

・
平

成
23

年
に

「ふ
る

さ
と

教
育

指
導

計
画

」
を

作
成

。
子

供

た
ち

が
地

域
の

自
然

・
文

化
・歴

史
を

知
る

こ
と

に
よ

り
、

豊

か
な

自
然

環
境

を
守

り
育

て
て

い
く
意

識
を

醸
成

し
て

い
こ

う
と

し
て

い
る

。
ま

た
ご

み
の

分
別

や
資

源
回

収
に

つ
い

て

も
、

学
校

を
あ

げ
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
「
啓

蒙
」
と

い
う

言
葉

は
や

や
上

か
ら

目
線

の
表

現
な

の

で
、

「
啓

発
」だ

け
で

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
 

○
本

市
で

は
、

次
世

代
を

担
う

子
供

た
ち

に
、

自
然

体
験

や

生
活

体
験

の
機

会
を

積
み

重
ね

て
い

く
こ

と
が

環
境

教
育

と

し
て

の
重

要
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

、
自

然
環

境
の

保
全

や

環
境

意
識

の
啓

発
を

進
め

る
た

め
に

「せ
せ

ら
ぎ

サ
イ

エ
ン

ス
」
、

「
３

Ｒ
推

進
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

」
、

「エ
コ

ア
イ

デ
ィ

ア

工
作

コ
ン

ク
ー

ル
」
な

ど
を

通
じ

、
環

境
教

育
を

推
進

し
て

い

ま
す

。
 

（
委

員
）
子

供
た

ち
の

環
境

教
育

は
、

先
生

の
意

識
に

よ

っ
て

も
内

容
が

大
き

く
変

わ
る

と
思

う
。

 

（
委

員
）
環

境
学

習
は

あ
る

学
年

で
学

習
す

る
と

、
そ

れ

以
降

は
継

続
し

な
い

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
多

い
。

 

（
委

員
）
審

議
会

で
学

校
で

の
環

境
教

育
が

大
切

だ
と

い

う
意

見
が

出
た

と
い

う
こ

と
を

、
教

育
委

員
会

へ
申

し
入

れ
す

る
こ

と
も

必
要

だ
と

思
う
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③ 市 民 環 境 課

 

○
公

民
館

に
お

い
て

も
、

青
少

年
教

育
、

成
人

教
育

教

養
セ

ミ
ナ

ー
等

の
講

座
に

お
い

て
、

環
境

に
関

わ
る

公

演
会

や
体

験
学

習
を

毎
年

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

「
飯

山
市

生
涯

学
習

基
本

構
想

※
」
に

基
づ

き
実

施
し

て
い

る
地

域
等

へ
の

出
前

講
座

に
お

い
て

も
、

環
境

に
関

わ

る
講

座
の

要
請

が
多

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

 

                   

 
○

公
民

館
に

お
い

て
も

、
環

境
セ

ミ
ナ

ー
等

の
講

座
に

お
い

て
、

環
境

に
関

わ
る

講
演

会
や

、
子

供
た

ち
を

対
象

に
し

た

体
験

学
習

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
地

域
等

で
の

出
前

講
座

に
お

い
て

も
生

ご
み

堆
肥

化
や

ご
み

の
減

量
な

ど
、

環
境

に
関

わ
る

講
座

の
要

請
が

多
く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

 

（
委

員
）
段

ボ
ー

ル
コ

ン
ポ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

公
民

館
で

も
何

度
か

講
座

が
行

わ
れ

て
お

り
、

大
切

な
こ

と
だ

と
思

う
。

 

（
委

員
）
作

り
方

は
だ

い
ぶ

浸
透

し
て

き
て

い
る

。
こ

れ
か

ら
は

ス
テ

ッ
プ

を
上

げ
て

、
活

用
方

法
の

啓
発

な
ど

も
行

う
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

 

（
委

員
）
自

分
も

今
年

か
ら

畑
を

借
り

て
生

ご
み

を
土

に

入
れ

る
よ

う
に

し
た

ら
ご

み
が

半
分

以
下

に
減

っ
た

。
こ

れ
だ

け
空

い
た

農
地

が
あ

る
の

で
、

生
ご

み
処

理
に

活

用
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

ま
た

子
育

て
世

代
の

意
識

が
高

ま
ら

な
く

て
は

子
供

に
は

浸
透

し
な

い
。

原

発
・
放

射
能

問
題

に
つ

い
て

も
、

温
暖

化
問

題
に

し
て

も
、

今
以

上
に

環
境

教
育

の
場

を
企

画
し

て
も

ら
え

れ
ば

と
思

っ
て

い
る

。
 

（
委

員
）
市

で
行

う
環

境
セ

ミ
ナ

ー
も

、
参

加
者

が
少

な
く

て
大

変
だ

と
き

い
た

。
 

（
事

務
局

）
単

発
で

環
境

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

習
会

で
あ

れ
ば

参
加

も
あ

る
が

、
昨

年
の

環
境

セ
ミ

ナ
ー

の
よ

う
に

環
境

だ
け

を
テ

ー
マ

に
シ

リ
ー

ズ
化

し
た

形
で

お
こ

な
う

と

参
加

者
が

少
な

い
。
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正

シ
ー

ト
 

第
2

章
第

６
節

「環
境

保
全

活
動

・環
境

教
育

」）
 

 
5
 

 

 
 

（
委

員
）
フ

ラ
ワ

ー
ロ

ー
ド

は
毎

年
き

れ
い

に
咲

い
て

い
る

が
、

植
え

る
時

期
に

市
民

の
皆

さ
ん

が
作

っ
た

段
ボ

ー

ル
堆

肥
を

使
う

こ
と

も
し

て
み

て
は

ど
う

か
。

 

（
事

務
局

）
現

在
は

学
校

給
食

の
生

ご
み

か
ら

グ
リ

ー
ン

パ
ー

ク
で

作
っ

た
堆

肥
を

入
れ

て
い

る
。

 

（
委

員
）
啓

発
の

た
め

に
市

民
が

手
作

り
し

た
堆

肥
を

入

れ
て

見
違

え
る

効
果

が
出

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

（
事

務
局

）検
討

し
た

い
。

 

   「
第

４
節

 
資

源
環

境
」
で

追
加

し
た

方
が

良
い

項
目

な
ど

 
 

  


